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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・防災委員会より：8月23日（金）に避難訓練実施予定。

・ストレスチェックについて

実施期間：2019年7月1日(月)　～　2019年8月31日(土)

対象者：2019年5月31日時点で就業している職員

質問数  ：57問（所要時間およそ5分）

実施方法：Webにて実施

・2019年度医療福祉学会開催について

日程：2019年11月3日（日）

委員会の締め切りは抄録が9月中旬、PPTは10月上旬を予定している。

委員会提出前に、抄録を8/15（木）までに菅原AOMに提出すること。

・令和元年度青仁会秋祭りのフリーマーケット出展者募集について

ご家庭の不要な物、野菜、果物等の提供者も同時に募集。

詳細は掲示板を確認すること。

・電子カルテ、日誌等に医師の記載もれある場合は、指示・処方　依頼メモを作成し提出して修正を行う。

・8月の祝日プログラム
デイケア：12日おやつで流しそうめん、13日スイカ割り、14日おやつでゼリー、15日香煎とチョコバナナ、16日昼食調理予定（カレーライス、サラダ、カブの漬物等）
デイナイトケア：12日おやつで流しそうめん、13日スイカ割り、14おやつでゼリー、15日香煎とチョコバナナ、16日におやつにアイスの予定。
＜研修案内＞

・三八医療懇談会

日時：8月6日(火)18：30～

場所：アピル五戸

演題：「臨床に役立つリハビリテーション医療の知見と有用性」

講師：岩手医科大学医学部リハビリテーション医学科　教授　西村行秀
・看護グループ内研修
日時：7月30日（火）17：15～
場所：メンタル病棟3階会議室
テーマ：職員の負担の軽減及び処遇改善に関する体制計画
講師：小原JGM
日　時：8月5日（月）17：15～

場　所：メンタル3階　会議室

テーマ：コミュニケーション技術

対　象：全職員

講　師：成田JGM
日　時：8月26日（月）17：15～

場　所：メンタル3階　会議室

テーマ：リーダーシップ

対　象：入職１年以上の職員

講　師：藤原SGM
日　時：8月29日（木）17：15～
場　所：メンタル3階　会議室

テーマ：救急対応

対　象：全職員

講　師：松沢JGM
＜路上喫煙の対策について＞
巡視を予定し、巡視のルートを検討している。
朝・昼・夕の三回を検討し、日誌に、巡視のチェック表入れることとしている。

＜利用者様情報＞

デイケア
・冨田　紀子　様～グループホーム世話人より情報提供があり、今朝グループホームを訪問し服薬の確認を実施した際に、薬が入った状態で就寝前薬の薬包を世話人に見せており、忘薬が発覚。世話人より指摘すると「あれ？入ってました？」と尋ねており忘薬したこと自体に気付いてなかった様子が窺えている。当院には世話人より報告、本人にデイケアスタッフへの報告を促しているとのこと。来所後本人より報告は無く普段通り過ごしている。午後も引き続き体調確認していく。

デイナイトケア

・奥山　以依子様～青風荘より情報提供あり。昨日、デイナイトケアにて表情の険しさ、思考停止症状が見られていた。帰荘後は、左記症状は無く、笑顔で挨拶をしていたとの事。嗜好品や服薬も問題無かった様子。本日も目立った症状無く、経過されている。
・岩城　敏夫様　～青風荘より情報提供あり。昨日夕食の際に、配膳後落ち着きない様子でホールの引き出しを開閉したり、歩きまわったりしていた様子。食事の挨拶後も、すぐに摂取せずに、上記行動を繰り返していたため声掛けしている。デイナイトケアでは、落ち着きのなさは見られず。プログラムには声掛けにて参加している。
・大下　良悦様　～青風荘より情報提供あり。夕食後より、表情の険しさと振戦の増強が見られている。就寝前薬の際に、薬包を手渡すと振戦の影響か自身で開包出来ておらず、声掛けするも「自分でやります」と発言している。5分程度要し、努力的にだが自身で開包している。デイナイトケアでは、振戦の増強は見られず、プログラム準備・片付けを普段同様に行えている。
・稲垣　ふき様　～来所後、頭痛の訴えあり。BP116/63mmHg、P57、顔色著変無し。バイタル異常なし。静養室にて15分程度休養し、休養後は幾分軽減した様子。午後のプログラムでは、目立った訴えは無く、普段同様に参加出来ている。
ショートケア

特記なし
＜外来患者様情報＞
・櫻川　貞二様～6/25～7/14まで市民病院内分泌糖尿病科へ血糖コントロール入院してい　　　
　　　　　　　　た。入院は疲れた、などと話す。入院前の飲酒については「飲んでいな
　　　　　　　　い」と否定。レグテクトは飲み忘れがある、などと話す。処方継続する。
・松倉　健一様～あまり変わりないです、と。食事や睡眠はとれているとのこと。デイケ
　　　　　　　　アにも参加できている。引き続き経過観察。
・中村　鶴子様～最近の調子としては「なんか空想が多くなったような気がします」と話
　　　　　　　　すことがある。移山寮にいることが、ふとしたことで友人にばれること
　　　　　　　　を考えたりしたという。仕事は充実感は持てている。前回話していた交
　　　　　　　　際相手の方はまだ疎遠であるらしい。精神症状的には特に悪化はなく過
　　　　　　　　ごせている。夜間の睡眠はとれている。
・夏堀　麗紗様～通所の方では前回、訴えていたような男性利用者からの声掛けはスタッ
　　　　　　　　フからの注意もあって治まってきたようであった。しかし、まだ、たま
　　　　　　　　に会うと話しかけられる事があるので、今後は月曜日のみにしたいと希
　　　　　　　　望ある。その分、仕事は週3回（火・水・木曜）に増やしてきたいとい
　　　　　　　　う。その方向で認めていく。仕事は、今も立ちっぱなしで農作業（果物
　　　　　　　　のヘタ取りなど）など行っていた。対人関係でイライラする事があった
　　　　　　　　という。頓服は変更希望される。
・小笠原　キワ様～動けば疲れやすい、と笑いながら話す。オロシミンCやリポビタンD
　　　　　　　　　などを飲んでいるという。最近は施設の利用者とももめごとなくやれ
　　　　　　　　　ているとのこと。処方継続。
・曽我 泰庸様～著変なし。断酒は継続しているとのこと。先週受診出来ていなかったが、
　　　　　　　　薬は残っていたものを内服していたという。処方継続する。
